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和歌山県白浜町海岸へ漂着した熱帯系の海藻
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Shin Kubota: Stranded tropical sea algae at a coast of Shirahama town, Wakayama Prefecture, Japan

過去10年余り,和歌山県西牟婁郡白浜町に所在する京

都大学瀬戸臨海実験所の周辺海域で漂着物の調査をでき

うる限り毎日1回実施しているが,数年前の夏に,熱帯

系の海藻が生きたまま新鮮な状態で一度だけ通称"北浜"

に漂着したので報告する。

緑藻類カサノリ科のカサノリAcetabularia ryukyuensis

Okamura et Yamadaらしき種とイソスギナHalicoryne

wrightii Harveyが,直径13 cmのプラスチック製の円盤

(おもちゃのタイヤと思われる)の両面や側面にびっしり

付着し,すべて緑色で生きていた(図1)。両種は普段は

沖縄地方などの内湾の静かな場所に生育しており(屋比

久, 2004),そこからはるばると海流に乗って当地まで流

れ着いたものと推測される。なお,この円盤には付着動

物であるマット状のコケムシ類がごくわずか付着してい

た(図1)0

白浜町海域の海藻はよく調べられているが(鯵坂・大

和,1999), 2種とも自生の種ではない。しかし,白浜海

域から記録されている海藻類(漂着種も含む)は1982年

までに445種・変種・品種(型)が記録されており,カ

サノリ科ではイソスギナやヒナカサノリParvocaulis

panula (Solms-Laubach) Berger et al.およびウスユキ

ガサ(Acetabularia parvula Solms-Laubach '.日本産海藻

目録になし)がリストにある(山本, 1982)。このうち

イソスギナは1964年12月5日に袋湾で発見され,ヒナ

カサノリ(本材料はこれとは異なる)は瀬戸のエビ網に

1953年3月8日にかかっている(山本, 1982)。
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図1和歌山県白浜町に所在する京都大学瀬戸臨海実験所"北浜"へ漂

着したイソスギナとカサノリ類(死亡後に撮影).
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